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●�

二
〇
一
五
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
難

民
危
機
を
め
ぐ
る
経
緯

　

昨
年
（
二
〇
一
五
年
）
の
夏
、
Ｅ
Ｕ

を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
中

東
地
域
か
ら
の
移
民
／
難
民
で
沸
い
た
。

シ
リ
ア
な
ど
か
ら
来
る
難
民
が
急
増
し
、

陸
路
で
東
欧
を
横
断
し
て
ド
イ
ツ
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
へ
移
動
す
る
人
々
の

流
れ
が
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
か
ら

で
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
め

ざ
す
中
東
地
域
か
ら
の
人
の
移
動
は
こ

の
年
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
ア

ラ
ブ
の
春
」
で
リ
ビ
ア
が
内
戦
状
態
に

陥
っ
た
二
〇
一
一
年
は
、
Ｅ
Ｕ
圏
へ
の

入
り
口
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
目
指
す
難

民
が
急
増
し
、
イ
タ
リ
ア
南
沖
の
ラ
ン

ペ
ド
ゥ
ー
ザ
島
へ
向
か
う
ボ
ー
ト
の
転

覆
事
故
で
数
百
名
が
命
を
落
と
す
事
件

が
既
に
多
発
し
て
い
た
。
シ
リ
ア
紛
争

に
よ
る
難
民
は
、
二
〇
一
二
年
の
夏
ご

ろ
か
ら
増
え
始
め
た
。
国
際
介
入
に
よ

る
戦
闘
の
激
化
や
、
二
〇
一
四
年
以
後

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
台
頭
を
受
け
て

国
外
へ
の
避
難
人
数
は
加
速
度
的
に
増

加
し
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
移
動
が
増
加

し
た
直
接
の
契
機
は
、
ド
イ
ツ
政
府
に

よ
る
発
表
の
影
響
が
大
き
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
移
民
／
難
民
連
邦
局

（
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
は
二
〇
一
五
年
八
月
二

一
日
、
シ
リ
ア
人
に
対
し
て
、
ダ
ブ
リ

ン
協
定
を
適
用
し
な
い
旨
を
発
表
し
た
。

す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
に
到
着
し
た
シ
リ
ア

難
民
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
内
で
先
に
他
国
で

難
民
申
請
を
し
て
い
て
も
、
ド
イ
ツ
で

受
け
入
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
た
の
だ

（
参
考
文
献
③
）。
労
働
市
場
と
し
て
の

魅
力
が
高
い
経
済
大
国
が
示
し
た
こ
の

寛
容
な
受
入
政
策
は
、
多
く
の
難
民
を

惹
き
つ
け
、
中
東
地
域
か
ら
の
移
動
を

促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

●�

人
の
移
動
の
流
れ
を
変
え
た
Ｅ

Ｕ
・
ト
ル
コ
協
定

　

し
か
し
そ
の
年
の
末
か
ら
連
続
し
た

暴
力
事
件
を
契
機
に
、
難
民
へ
の
歓
迎

ム
ー
ド
は
急
転
す
る
こ
と
と
な
る
。
パ

リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
二
〇
一
五
年

一
一
月
）
に
始
ま
り
、
ケ
ル
ン
で
の
婦

女
暴
行
事
件
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
空
港
・
地
下
鉄
テ
ロ
事

件
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
と
続
い
た
事

件
で
は
、
実
行
犯
に
中
東
諸
国
出
身
の

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
中
心
と
す
る
移
民

／
難
民
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め

彼
ら
は
テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
軍
と
し
て
、

国
内
の
治
安
を
脅
か
し
得
る
潜
在
的
危

険
分
子
と
み
ら
れ
、
警
戒
対
象
と
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
な
イ
ス
ラ
モ

フ
ォ
ビ
ア
の
兆
し
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

国
内
世
論
の
激
し
い
反
発
を
受
け
た

ド
イ
ツ
を
中
心
に
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
二
〇

一
六
年
三
月
、
シ
リ
ア
難
民
の
移
動
に

関
し
て
ト
ル
コ
と
合
意
を
交
わ
し
た
。

錦
田 

愛
子

中
東
地
域
か
ら
の
移
民
／
難
民
を

め
ぐ
る
動
向
と
展
望

こ
の
Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
協
定
は
、
Ｅ
Ｕ
圏

に
入
る
た
め
ギ
リ
シ
ア
へ
不
法
入
国
し

た
移
民
／
難
民
を
す
べ
て
ト
ル
コ
へ
強

制
送
還
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
ト
ル
コ

は
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
へ

の
国
民
の
ビ
ザ
な
し
渡
航
の
実
現
交
渉

や
、
ト
ル
コ
全
体
に
対
す
る
一
億
六
五

〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
約
二
〇
〇
億
円
）
の

人
道
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

協
定
の
効
果
は
大
き
く
、
欧
州
委
員
会

報
告
に
よ
れ
ば
、
協
定
発
効
前
は
三
週

間
で
二
万
六
八
七
八
人
で
あ
っ
た
不
法

移
民
が
、
発
効
後
は
三
週
間
で
五
八
四

七
人
に
減
少
し
た
と
い
う
（『
朝
日
新

聞
』
二
〇
一
六
年
五
月
五
日
付
記
事
）。

●�

中
東
に
と
ど
ま
る
シ
リ
ア
難
民

　

そ
も
そ
も
、
Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
協
定
が

結
ば
れ
る
以
前
か
ら
、
大
半
の
シ
リ
ア

難
民
は
、
ト
ル
コ
や
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ

ノ
ン
な
ど
中
東
地
域
内
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
移
民
／
難
民

は
、
全
体
の
一
〇
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
よ
る
と
、
国
外
に
逃
れ
た

シ
リ
ア
難
民
は
二
〇
一
六
年
一
一
月
時

点
で
約
四
八
〇
万
人
に
の
ぼ
る
。
そ
の

う
ち
二
七
五
万
人
が
ト
ル
コ
で
、
一
〇

一
万
人
が
レ
バ
ノ
ン
で
、
六
五
万
人
が

ヨ
ル
ダ
ン
で
難
民
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
協
定
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

特  集
中東地域の現実と将来展望
―「アラブの春」を越えて―

21_特集.indd   46 16/12/26   10:37



47 アジ研ワールド・トレンド No.256（2017. 2）

諸
国
は
、
強
制
送
還
の
代
わ
り
に
、
ト

ル
コ
国
内
の
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
か

ら
Ｅ
Ｕ
諸
国
へ
の
第
三
国
定
住
を
受
け

入
れ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
受
け
入

れ
は
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
ト
ル
コ

の
シ
リ
ア
難
民
は
大
半
が
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
外
に
住
ん
で
い
る
。
ま
た
受
け
入

れ
人
数
は
不
法
移
民
／
難
民
の
規
模
と

比
較
し
て
二
〇
分
の
一
程
度
と
き
わ
め

て
少
な
い
た
め
、
問
題
解
決
に
は
つ
な

が
り
得
な
い
。
ト
ル
コ
は
シ
リ
ア
難
民

の
滞
在
長
期
化
を
見
越
し
て
、
彼
ら
に

国
籍
を
与
え
る
こ
と
を
検
討
し
始
め
、

エ
ル
ド
ア
ン
首
相
が
そ
の
方
針
を
公
式

発
表
し
て
い
る
（al-Quds al-A

rabi

紙
、
二
〇
一
六
年
七
月
八
日
付
記
事
）。

　

諸
外
国
か
ら
は
、
同
じ
中
東
で
経
済

的
に
も
余
裕
の
あ
る
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国

が
、
な
ぜ
シ
リ
ア
難
民
を
受
け
入
れ
な

い
の
か
、
と
の
批
判
も
多
い
。
だ
が
湾

岸
産
油
国
が
難
民
を
受
け
入
れ
る
可
能

性
は
、
今
後
も
低
い
と
思
わ
れ
る
。
難

民
支
援
へ
の
意
識
が
低
い
こ
と
、
長
期

滞
在
の
移
民
労
働
者
に
も
国
籍
を
与
え

な
い
厳
格
な
入
国
管
理
政
策
、
ま
た
湾

岸
諸
国
自
体
、
資
金
提
供
な
ど
の
形
で

間
接
的
に
シ
リ
ア
紛
争
自
体
に
関
与
し

て
お
り
、
難
民
受
入
に
よ
り
反
動
勢
力

の
入
国
や
治
安
悪
化
を
懸
念
す
る
こ
と

な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。
湾
岸
研

究
所
が
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
二

〇
一
一
年
以
降
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

二
五
〇
万
人
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は

一
〇
万
人
以
上
の
シ
リ
ア
人
を
受
け
入

れ
て
き
た
な
ど
の
声
明
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
短
期
契
約

労
働
者
と
し
て
の
受
入
の
可
能
性
が
高

い
（
参
考
文
献
②
）。

　

Ｅ
Ｕ
・
ト
ル
コ
協
定
で
は
、
シ
リ
ア

紛
争
の
早
期
解
決
促
進
や
、
中
東
地
域

内
で
の
難
民
支
援
強
化
な
ど
の
方
針
も

示
さ
れ
た
。
だ
が
シ
リ
ア
紛
争
は
、
二

〇
一
六
年
二
月
や
九
月
の
停
戦
決
裂
の

よ
う
に
、
ア
サ
ド
政
権
軍
と
反
体
制
派

と
の
間
で
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
て
は
破

棄
さ
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
あ
り
、

出
口
の
み
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
国
際
的
な
介
入
国
の
な
か
で
は
ア

メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
が
主
導
権
を
握
っ
て

お
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
影
響
力
は
限
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
方
針
は
難
民
問
題
解
決

に
向
け
た
当
然
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
に
は
Ｅ
Ｕ
諸
国

が
シ
リ
ア
難
民
問
題
か
ら
手
を
引
き
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
保
全
や
リ
ス
ク
回

避
の
正
当
化
を
図
る
文
言
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

●�

日
本
と
の
関
わ
り

　

中
東
地
域
内
で
の
難
民
受
け
入
れ
支

援
の
強
化
に
は
、
日
本
も
参
加
し
て
い

る
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
、
来

日
し
た
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー

国
王
に
対
し
て
、
安
倍
晋
三
首
相
は
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
約
三
〇
〇
億
円
の

円
借
款
を
約
束
し
た
（『
日
本
経
済
新

聞
』一
〇
月
二
七
日
付
）。
こ
の
よ
う
な
、

難
民
受
入
国
か
ら
み
て
も
長
期
的
に
利

益
の
あ
る
形
で
の
支
援
は
、
近
年
一
般

化
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
移
民
／
難
民
の
自
国
内
で
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
き
わ

め
て
閉
鎖
的
で
あ
り
、
難
民
認
定
に
慎

重
過
ぎ
る
日
本
政
府
の
姿
勢
に
批
判
が

出
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
以
降
、
日
本

で
は
六
三
人
の
シ
リ
ア
人
が
難
民
認
定

を
申
請
し
て
い
る
が
、
認
め
ら
れ
た
の

は
三
人
の
み
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
五

月
に
は
、
留
学
生
と
し
て
翌
年
度
か
ら

五
年
間
で
最
大
一
五
〇
人
の
シ
リ
ア
人

学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ

た
が
、
年
間
三
〇
人
の
学
生
限
定
と
い

う
枠
は
、
二
〇
一
五
年
だ
け
で
三
万
三

三
一
〇
人
の
難
民
認
定
を
し
た
ド
イ
ツ

と
比
べ
て
も
そ
の
差
は
大
き
い
。

　

他
方
で
日
本
の
市
民
団
体
の
間
で
は
、

か
つ
て
シ
リ
ア
に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る

元
青
年
海
外
協
力
隊
隊
員
や
留
学
経
験

者
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
を

中
心
に
、
シ
リ
ア
難
民
を
支
え
よ
う
と

す
る
運
動
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
田

村
雅
文
が
代
表
を
務
め
る「
サ
ダ
ー
カ
」

を
は
じ
め
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ

ア
語
科
学
生
を
中
心
と
し
た
同
好
会

「
シ
リ
ア
研
究
会
」、
大
阪
に
拠
点
を
置

く
「
ピ
ー
ス
・
オ
ブ
・
シ
リ
ア
」
な
ど
、

様
々
な
組
織
が
シ
リ
ア
の
現
状
と
平
和

を
訴
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
に
し
き
だ　

あ
い
こ
／
東
京
外
国
語

大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研

究
所
准
教
授
）
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